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はじめに 


このたびは 、 Color Profile Maker Pro をお貴い上げいただき、まことにありがとうございまず。 


Color Profile Maker Pro は 、 Print Server に対応した、 E 口刷シミユレーシヨンツールでず。 


本書は、お使いの 0 S、Print Server 、 およびプリンターの基本的な知識や操作方法を習得されていることを前提 
に、記載していまず。 0 S、Print Server 、 およびプリンターの機能や操作方法ついては、それぞれのマニュアルを 
お読みください。 


本書は、読み終わったあとも必ず保管してください。本ツールをご使用中に、操作でわからないことや不具合が生 
じたときに、読み直してご活用いただけまず。 


富±ゼ□ックス株な舍社 
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本書の使い方 



本書の構成 


本書の構成は、が下のとおりでず。 

■お使いになる前に （ R 7) 

Color Profile Maker Pro の概要とを意事項、動作環境、インス!ルの手順について説明していまず。 

■ CM 丫 K プロファイルの作成 （ P .13) 

EP 刷物をターゲットとして Print Server で巧刷シミュレーションずるための色変換パラソーターを作成ずる手 
順と作成に必要な準備、およびプリント時の設定について説明していまず。 

■ Appendix ( P ,49) 

Color Profile Maker Pro のアンインス!ル手順、測色ファイルコンパ'—夕一、およびエラー^ツセージに 
ついて説明していまず。 
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本書の表記 


本文中では、説明ずる内容によって、が下のマークを使用していまず。 


©補足） 


補足事項を記載していまず。 


6參辟 ") 参照先を記載していまず。 


本文中では、が下の記号を使用していまず。 

「 」 フォルダー、ファイル、アプリケーション、 CD / DVD 、 機能などの名称や入力文字などでず。ま 

た、本書内にある参照先でず。 

[ ] コンピューター上の^ニュー、コマンド、ウインドウやダイア□グボックスとそれらに表示される 

タブ、ボタン、^ニュー、項目などの名称でず。 

ー ソニューの選択順序でず。[ XXX ] 一 [ XXX ]のよラに記載していまず。 

> プリントオプションの表示順序でず。[ XXX ]〉[ XXX ]のように記載していまず。 

プリントオプションについては、『ユーザーズガイド運用編』の「4.1ジョブを編集す 
る（プリントオプション項目）」を参照してください。 

< > キーボード上のキーでず。 

r つ フォルダーを表しまず。 


本文中では、が下の文章表現を使用していまず。 

•「 XXX 」は任意の文字を、「*」は任意の数きでず。 

•0 S が Mac 0 S ⑥ Classic (8.*、9.*)と Mac OS X のクライアントコンピューターを 「 Macintosh クライアン 
卜 J 、0 S が Microsoft Windows ** のクライアントコンピューターを 「 Windows クライアント」と記載してい 
まず。 

.特にを釈がない限り 、 C :シアン 、 M :マゼンタ 、 Y :イエ □— 、 K :ブラック 、 R :レッド 、 G :グリーン、目： 
ブルーと記載していまず。 


本書では 、 PrintServer N 01の画面で説明していまず。その他の Print Server では、画面が異なる場合がありまず。 

本書では、一部を除いて Microsoft ® Windows ® 7の画面で説明していまず。ご使用の 0 S によっては、ソニューや 
項目などの名称が異なる場合がありまず。 

本書では、一部を除いてデフォルトの画面で説明していまず。説明のために、デフォルトでない画面を使用してい 
る場合は、補足で明記していまず。 

本書に記載されている画面や本機のイラストは一例でず。お使いの機種やソフトウェア、 0 S のバージヨンによっ 
て異なることがありまず。 

本書の内容は、本書の制作時点のものでず。本書に記載されている画面やイラスト、お問い合わせ先の窓□、巧一 
厶ページのアドレスなどは、将来予告なしに変更されることがありまず。あらかじめご了承ください。 
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お使いになる前に 


Color Profile Maker Pro の概要と注意事項、動作環境、インス!ルの手順について説明し 
ていまず。 


1.1 Color Profile Maker Pro の概要 . 8 

1.1.1 CMYK プ□ファイル . 8 

1.1.2 を意事項 . 8 

1.2 Color Profile Maker Pro をインストールずる . 10 








1 お使いになる前に 



Color Profile Maker Pro の概要 



Color Profile Maker Pro の概要について説明しまず 0 


Color Profile Maker Pro は 、 Print Server の Version 1.3 が降に対応した、 EP 刷シミュレーシヨンツールでず。 
Print Server で動作ずる高精度な巧刷シミュレーシヨン機能を実現しまず。 

1.1.1 CMYK プ□ファイル 


EP 刷物を夕ーゲットとして Print Server で EP 刷シミュレーシヨンずるための、色変換パラソーター（ CMYK プ□ 
ファイル）を生成しまず。 


生成には、に C (International Color Consortium ) プ□ファイルを使用ずることもできまず。生成時には、 K 保 
存が設定できまず。 

め補足、 K 保存とは、 CMYK データをプリントずる場合に、色再現で重要な役割を持つ K 版の情報を保持ずる仕組 
^- J みのことです。 

♦ E 口刷シミュレーシヨンの流れ 



③ CM 丫 K プロファイル 


1.1.2 ミ主意事項 


Color Profile Maker Pro での巧刷シミュレーションは、 EP 刷条件や測色条件によって、その性能が左右されまず。 
Color Profile Maker Pro の機能を十分に発揮させるため、が下の事項にごを意ください。 

♦用紙とインキ 

Color Profile Maker Pro は、一般的な巧刷用紙とプ□セスインキによる巧刷条件を想定していまず。より良 
い巧刷シミュレーション結果を得るために、着色紙や特色インキは、使用しないでください。 

♦測色に使用ずるパターン画像セット 

プリントされた各パッチに、ミちれや色厶ラがないことを確認してください。巧れなどがあった場合は、再度プ 
リントしてくださし、。 


8 























































1.1 Color Profile Maker Pro の概要 


♦測色 

-測色器のキャリブレーションや測色方法は、 EP 刷シミュレーションに大きく影響を与えまず。測色器の取扱 
説明書をよくお読みのラえ、正しくご利用ください。 

-測色器の違いによる誤差を避けるため、同じ測色器と測色条件で、測色データを作成してください。 

-測色ずるときに巧刷物の下に敷く台紙には、測色時の写りを抑えるため、測色対象と同じ用紙の白紙を5枚 
が上重ねてください。 

- EP 刷シミュレーションずるファイルにに C プ□ファイルが埋め込まれている場合は、ファイルを保存したア 
プリケーションで、埋め込みを解除してください。に C プ□ファイルが埋め込まれていると、に C プ□ファ 
イルの情報が優先され 、 Color Profile Maker Pro での巧刷シミュレーションができない場合がありまず。 

- CMYK パラ^-夕一の作成には、処理に時間がかかる場合がありまず 。 Print Server で処理を実行ずると、 
その間はプリント動作が遅くなりまず。 

♦iliO 、 iliSis、ilGis XL 、 または SpectroScan と、 MeasureTool を使用ずる場合 

-測色方法については、ご使用の測色器、および MeasureTool に付属の取扱説明書を参照してください。 
•書き出しフォーマットは、 CIE - Lab を選択してください。 

補足 >) -処理の完了を知らせるダイア□グボックスで [Lab の書き化し]を選択すると、 CIE-Lab で保存されまず。 

^- ) • [ファイル] > [別名で保存]で保存した場合は、 CIE-Lab で保存されません。 

•測色時の設定は、が下のとおりでず。 

-観測光源： D 50 光源 
-観測視野： 2。 

•フィルターを使用しないことをお勧めしまず。フィルターを使用しない場合、測色時のフィルターは 、 「Noj 
を設定してください。 

♦SpectroScan と SpectroChart を使用ずる場合 

-測色方法については、 SpectroScan 、 および SpectroCha けに付属の取扱説明書を参照してください。 
•書き出しフォーマットは、 CIE - Lab を選択してください。 

•測色時の設定は、が下のとおりでず。 

-観測光源： D 50 光源 
-観測視野： 2。 

-白色基準 ： Abs 

•ファイルフォーマット形式は、 「. its 」 を選択してください。 

•フィルターを使用しないことをお勧めしまず。フィルターを使用しない場合、測色時のフィルターは 、 「Noj 
を設定してください。 

♦il と n_Reader を使用する場合 

•測色ずるパターン画像セットに該当ずる測色パターンデータファイルを選択してください。 

•測色データ形式は、 「 H 刺激値に IELAB ) j を選択してください。 

•測色方式は「ストリップ測色」、または「ダブルストリップ測色」をお勧めしまず。 

•測色ずるときは、 n に付属しているスキャニングルーラー、または測定用バックアップボードを使用して、 
フリー八ンドでの測色は行わないでください。フリー八ンドで測色を行ラと、正しい測色結果にならないこ 
とがありまず。 


•測色器とソフトウェアの組み合わせについては、「2.2測色データを作成ずる」 （P.15) を参照してくだ 
乏^ さぃ。 

-測色方法については、 Print Server のユーザーズガイドを参照してください。 
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1 お使いになる前に 


^1 .2 Color Profile Maker Pro をインストールずる 


Color Profile Maker Pro の動作環境とインス ! ルずる手順について説明します。 


©補足） 


Windows XP に Color Profile Maker Pro をインス!ルずる場合は、管理者権限を持つユーザーアカウ 
ントで行ってください。 


動作環境 


システ厶の条件は、が下のとおりでず。 


項目 

性能 

CPU 

Intel Pentium III が上を推奨 

タオ象 OS 

Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003 、 Windows Server 2008 、 Windows 7 

メモリー 

128 M 目が上を推奨 

八ードディスク容量 

インストール時に 50 M 目が上必要 


インストール方法 


操作手順 


7 . Print Server DVD を DVD ドライブに挿入しまず。 

Z. Windows の[スタート]一[コンピュータ] 一 |；DVD RW ドライブ] 一 [ CPMP ] を選択しまず。 
J . に010 r Profile Maker Pro . msi ] アイコンをダブルクリックしまず。 

ん [ Next ] をクリックしまず。 
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1.2 Color Profile Maker Pro をインストールずる 


5. インストール先を選択し、 [ Next ] をクリックしまず。 



6. [ Next ] をクリックしまず。 


お Color Profile Maker Pro 


ConTirm Installation 





The installer is ready to install Color Profile Maker Pro on your computer. 
Click "Next" lo start the installation. 


[Cancel I [ < Back | I Next> ] 

インストールが開始されまず。 
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1 お使いになる前に 


7. [ Close ] をクリックしまず。 



Color Profile Maker Pro のインストールは完了でず。 

補足 ^ 使用する Print Server のパ'—ジョンが 「Print Server Series 」 の Version ].*、 または Version 2.0 で 

巧<-^ は、インストール後に、が下の操作をしてください 。 （「PX *** Print Server 」、 または 「Print Server 

Series 」 の Version 3.0 が降を使用している場合は、操作の必要はありません） 

- DVD に入っている DLL ファイル 「 FX 0 CACST 4 D . dll 」 を Print Server のが下のフォルダーに複製しま 
す。 

I_ ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server Series¥cpsi¥C 010 rProfile¥CM 丫 KSimulation 
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CMYK プ□ファイルの作成 


印刷物を夕ーゲツトとして Print Server で印刷シミユレーシヨンするための色変換パラメーターを作 
成する手順と作成に必要な準備、およびプリント時の設定について説明しています。 


2.1 CMYK プ□ファイルにつし、て . 14 

2.2 測色データを作成ずる . 15 

2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる . 18 

2.3.1 通常モード . 18 

2.3.2 高精度モード . 31 

2.4 E 口刷シミュレーションをずる . 38 

2.5 ユーティリティについて . 39 

2.5.1 デバイスリンクにじプ□ファイルの変換 . 39 

2.5.2 色域表示 . 40 

2.5.3 プ□ファイル調整 . 43 














2 CMYK プ□ファイルの作成 



CMYK プ□ファイルについて 



CMYK プ□ファイルの作成には、シミュレーシヨンずる E 口刷環境と 、 Print Server からパターン画像データをプリ 
ントして測色した測色データを使用しまず。各測色データの代わりに、に C プ□ファイルも使用できまず。 

測色には、が下の測色器と測色ソフトウェアの組み合わせを使用できまず。 

• X - Rite 社の測色器 「 ilj と、測色ソフトウェア ni_Readerj 

- X - Rite 社の測色器 「 iliOj 、「 ilGisj、「iliSis XL 」、 または 「 SpectroScan 」 と、測色ソフトウエア 「MeasureToolj 
• X - Rite 社の測色器 「 SpectroScan 」 と測色ソフトウェア 「 SpectroChart」、「SpectroChart Lite 」 


@補足） 


が降、 SpectroChart と記載した場合は、 SoectroChart と SpectroChart Lite の両方を表しまず。 


9参照） 


X - Rite 社の製品については、同製品の取扱説明書を参照してください。 


♦デバイスリンクプ□ファイルを CMYK プ□ファイルに変換ずる方法 

デバイスリンクに C プ□ファイルを作成できるアプリケーションで作成されたプ□ファイルが 、 Print Server 
で使用できる CM YK プ□ファイルに変換できまず。 

変換方法には、通常モードと高精度モードがありまず。 


CMYK プロファイル作成の流れ 



•測色データの作成方法については、「2.2測色データを作成ずる」 （ P .15) を参照してください。 

- ) • 通常モードについては、「2.3.1通常モード」 （ P .18) を参照してください。 

•高精度モードについては、「2.3.2高精度モード」 （ P .31) を参照してください。 





















2.2 測色データを作成ずる 


2.2 測色データを作成ずる 



CM 丫 K プロファイルを作成ずるときに必要となる印刷物の測色データ、およびプリンターの測色 
データを作成しまず。 


-オフセット印刷の特性がに C プ□ファイルで提供されるような場合には、測色値の代わりにに C プ□ファ 
イルを使用することもできます。また、より厳密な印刷シミュレーションを行う場合は、測色データの 
作成をお勧めしまず。 

-代用できるに C プ□ファイルは、 CMYK のアウトプットプ□ファイルに対応しているものだけでず。そ 
れが外のに C プ□ファイルは、処理できません。 

- SpectroCha けには、測定パターンを作成ずる機能があるため、任意のパターン画像セットを測定ずる 
ことができまず。 


。参照） 


デバイスリンクに C プ□ファイルから CMYK プ□ファイルを作成する操作については、「2.5.1デバイス 
リンクに C プ□ファイルの変換」 （ P .39) を参照してください。 


■パターン画像セット 

MeasureTool を使用して測色ずる場合は、パターン画像セットが用意されているフォルダーに、測色パターン 
ファイルを用意していまず。用意されているパターン画像セットが外を使用しても、プ□ファイルを作成ずる 
ことができまず。ただし、ま要な色を含み、パッチ数が多いパターン画像セット （ IT 8.7/3 や ECI 2002など） 
をお勧めしまず。主要な色を含まなかったり、パッチ数がかない場合、プ□ファイルの精度が低下したり、ター 
ゲット調整機能を使用できないことがありまず。 

♦ SpectroScan を使用ずる場合 


フォルダー 

パターン画像セット 

対応ずる測色パターン 
データファイル 

測色ソフトウェア 

SpectroChart 

MeasureTool 

for SpectroScan ana 
SpectroChart 

CMYK _ Gretag.eps 

PnntSe 「 ve 「_ Se「ies 
_11 88 .ptn 

〇 


for SpectroScan and 
MeasureTool 

CPMP_FulLLino 
_ MeasureTooL[l -2 ].eps 

CPMP _ FulU 584 .ptn 


〇 


〇:使用可能な組み合わせです。 

SpectroCha けを使用して測色ずる場合、が下に測色パターンファイルが用意されていまず。 

Macintosh クライアント用 

I__ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro¥G retag Macbeth SpectroChart Support¥Mac chart pattern file 

Windows クライアント用 

r"l C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro¥G retag Macbeth SpectroChart Support¥Win chart pattern file 

補足 ^ SpectroChart は Mac OS X には対応していません 。 Mac OS X で SpectroScan を使用する場合は、 
- j MeasureTool を使って測色を行ってください。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


♦ il と n _ Reader を使用ずる場合 


フォルダー 

パターン画像セット 

対応ずる 測 色パターンデータファイル 

for il Ruler Board 

CPMP _ Draft _ eye - one.eps 

CPMP _ Draft _256 .ptn 

C P M P_S t a n d a rd_ey e-o n e _ [1-3 ].eps 

CPMP _ Standa 「 d _ l 1 88 .ptn 

C P M P_F u 1 Ley e-o n e _ [1-4 ].eps 

CPMP-FullJ 584 .ptn 


ム甫岸 ^ *「 CPMP _ Draft _ eye - one . eps 」、「 CPMP _ Standard _ eye - one _ n -3]. eps 」、 および 「 CPMP _ Full _ eye - 
w one _ n -4]. eps 」 は、 n に付属している測定用バックアップボードを使用ずることを想定しているので、 

測定用バックアップボードについているクリップで挟みやすいよラに上部に余白のある配置になってい 
ます。 

-須り定用バックアップボードが付属していない n を使用ずる場合は、下部に余白があった方が測色しやず 
いので、下部に余白がある配置の異なるパターン画像が 「foril Ruler 」 フォルダーに同ーファイル名 
で用意されていまず。 

♦りのと MeasureTool を使用ずる場合 


フォルダー 

パターン画像セット 

対応ずる 測 色パターンデータファイル 

for n iO and MeasureTool 

CPMP_FullJl iO _ MeasureTooL[l -2 ].eps 

CPMP _ FulL 1584 .ptn 


mo と MeasureTool を使用して測色ずる場合、が下に測色パターンファイルが用意されていまず。 

I__ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro¥Chart folder¥EPS¥for i1i0 and MeasureTool 

♦ ilGis と MeasureTool を使用ずる場合 


フォルダー 

パターン画像セット 

対応ずる 測 色パターン 
データファイル 

iliSis のタイプ 

iliSis 

iliSis XL 

for il iSis and Measure Tool 

CPMP_FullJSis 
_ MeasureTooL[l -2 J.eps 

CPMP_FulU 584 .ptn 

□ 

□ 

for il iSisXL and 
MeasureTool 

CPMP_FullJSisXL 

_ MeasureTool.eps 

CPMP_FulU 584 .ptn 


■ 


□ : A 4 サイズ用です。 A 4 よりも大きい用紙にプリントしたときは、実線で切り取ってください。 
■ : A 3 サイズ用です。 


• mSis と MeasureTool を使用して測色ずる場合、が下に測色パターンファイルが用意されていまず。 

I__ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro¥Chart folder¥EPS¥for iliSis and MeasureTool 
- mSis XL と MeasureTool を使用して測色ずる場合、が下に測色パターンファイルが用意されていまず。 
I__ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥Color Profile Maker Pro¥Chart folder¥EPS¥for MiSisXL and MeasureTool 
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2.2 測色データを作成ずる 


測色データの作成 


操作手順 


1 • 仪下のフォルダーにある任意のパターン画像セツトを複製しまず。 

パターン画像セツトは、須略に使用ずる測色器の種類によってファイルが異なりまず。 

I_ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro¥Chart folder¥EPS 

2. 手順 1 で複製したパターン画像セツトを E 口刷会社や E 口刷工場などに提供し、 E 口刷を依頼しまず。 


3. 手順1で複製したパターン画像セツトを Photoshop や Illustrator などの CMYK を扱えるアプリ 
ケーシヨンで 、 Print Server を使用し、プリンターからプリントしまず。 


©補足） 


測色用の印刷物をプリントした印刷環境と実際の印刷物で使われる印刷環境が異なっていた、といラよ 
うな問題を避けるために、印刷会社、印刷工場（製版部門、印刷部門）の担当者へ、目的を知らせる、 
または打ち合わせを行ラことをお勧めしまず。 


•測色用の巧刷物には、測色用のパッチのほかに、皮膚の色や八イライトなど、目立つ、またはよく使ラ 
種類の画像を一緒に配置しておくことをお勧めしまず。 

-パターン画像セットをプリントずる前に、プリンターのキヤリブしーションを行ってください。 
DocuColor 1450 GA では、単色キヤリブしーションとバランスキヤリブレーションがありまずが、 
CMYK プ□ファイルの作成では、単色キヤリブしーションを推奨します。キヤリブレーションについて 
は 、 Print Server のユーザーブガイドを参照してください。 

-パターン画像セットのプリント時、プリントオプションの項目を、が下のとおりに設定してくださし、。 
(Print Server の機種によっては、設定できない場合がありまず） 

-[カラー] > [カラーモード]:[フルカラー1 ( RG 巨/ CMYK )]、 または[フルカラー ( RGB / CMYK )] 


-[カラー] > [カラー詳細 （ CMYK 設定)]> [ CMYK 色補正]:チェックマークなし 
-[カラー] > [ユーザー調整]:[しなし、] 

-[カラー] > [濃度調整]:[しない] 

•[カラー] > [カラー詳細（共通設定)] > [トナー総量調整]:[標準] 

-[カラー] > [明るさ調整]: [0] 


• 陋質] > [その他の設定（画質)]> [Image Enhancement / 白抜き文字の強調]:しない 
• ServerManager の[プリントジョブの設定]一[トナー制限を行う ] (DocuColor 125* ではチエッ 
クマークなし） 

Print Server の[ジョブ読み込み]機能を使用してプリントずることもできまず。[ジョブ読が必み]機 
能については 、 Print Server のユー ザーブガ イ ドを参照してください。 

プリントされた各パッチに、巧れや色ムラがないことを確認してください。巧れなどがあつた場合は、 
再度プリントしてください。 

Photoshop でプリントずる場合、 Photoshop のポストスクリプトカラーマネージメントはオフにして 
ください。 Photoshop のポストスクリプトカラーマネージ^ントをオンにして、プリント、または EPS 
ファイルを作成すると、 Photoshop の[カラー設定]の [ CMYK 設定]のカラープ□ファイル情報で 
色補正が行われまず。 acc プ□ファイルが埋め込まれます） 

Color Profile Maker Pro で作成したプ□ファイルを使用してプリントずる場合も、ポストスクリプト 
カラーマネージメントをオフにして、に C プ□ファイルが埋め込まれないようにして、 Photoshop から 
DeviceCMYK でプリントしてください。 


Photoshop のバージヨンに よって、 「 PostScript カラー管理」、または「ポストスクリプトカラーマネー 
ジメント」 というように表示が異なりまず。 


ん 測色器を使って、手順2で入手した E 口刷物と手順3のプリント結果を番号順に測色し、それぞれ 
の測色データを作成しまず。 


©補足 J 


-測色器の違いによる誤差を避けるため、同じ測色器と測色条件で、測色データを作成してください。 
-測色ずるときには巧刷物の下に、須略ずる用紙と同じ用紙の白紙を5枚が上重ねてください。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


( z.S CMYK プ□ファイルに変換ずる 

印刷物を夕ーゲットとして 、 Print Server で印刷シミュレーシヨンずるための CM 丫 K プロフアイ 
ルに変換しまず。 

変換モードには、通常モードと高精度モードがありまず。 

-「2.3.1通常モード」 ( P .18) 

• 「2.3.2高精度モード」 ( P .31) 

2.3.1 通常モード 



操作手順 


7. Windows の[スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Fuji Xerox ] 一 に010 r Profile Maker 
Pro ] 一 に010 r Profile Maker Pro ] を選択しまず。 

Color Profile Maker Pro が起動しまず。 

2 . [通常]をクリックしまず。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


3. タブを切り替えて、作成ずる CMYK プ□ファイルの条件を設定し、 [0 K ] をクリックしまず。 



詳細は、「カラープ□ファイルの作成」のが下の各タブの説明を参照してください。 
-「カラープ□ファイルの作成-各タブ共通」 （ P .20) 

-「カラープ□ファイルの作成-[ファイル]タブ」 （ P .21) 

-「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 1] タブ」 （ P .23) 

-「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 2] タブ」 （ P .25) 

-「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 3] タブ」 （ P .27) 

-「カラープ□ファイルの作成-[紙地色指定]タス ( P .30) 

ん 表示されている設定内容をずべて確認し、[実行]をクリックしまず。 


設を盾報の凌設 


W 下の実件で、カラーブ□ファイルを巧ぶします。 


巧目 

1設定 1 

【カラーフ日ファイル】 

化カプ□ファイル 

D ：¥ CPMP ¥ Profile 1 jcol 

巧続プリンタ 

DocuPrint C 5000 d 

【巧存 Ij ターヴット設定】 


バターンデータ 
測色データ 

CPMP Standard 1188 ptn 

D ：¥ CPMP ¥ A 02 .mes 

紙地色 XYZ 化 

自が計貫 

【プリンタ試ち】 


バタ-ンデ-夕 
測色データ 

CPMP Standard 1188 ptn 

D : も JAOO - リファじンス -OK 金蔵測色 1188 .mes 

巧化色 XYZ 化 

自お計置 

【一肢設定】 

出カプ□ファイル巧度 

情準モード 

Gamut 圧掩方巧 

カラがトリック 

け呆巧(ま版な巧） 

する 

印刷!(ホ腳 

標を 

巧化色補正方法 

巧巧ペース 

巧刷 C 純を再現 

しねい 

印刷 M 純を再現 

しねい 

印刷 Y 純を再現 

する 

印刷!(単色ち現 

する 

巧刷 K 100俩現假正 

K 100後良色含む 

トナー]ントロール値 

デフォルト化をほ巧 

【夕-ゲット調袋】 

ターザット調を 

しない 


[ 実行の i キャンむレめ）」 


CMYK プ□ファイルの作成が開始されまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


5. 処理の完了を知らせるダイア□グボックスが表示されたら、に K ] をクリックしまず。 


終了 


W 下の美件で、カラ-プ□ファイルの巧ぶを完了しましを。 

所要時間： 38.0 秒 


巧目 

1設定 1 


T 35 ■ラーフ□ファイで j 



化カプ□ファイル 

D ： ¥CPMP¥Profile1col 


巧続プリンタ 

DocuPrint C5000 d 


脚刷夕-ゲゥト設定】 



バタ-ンデ-夕 

CPMP Standard 1188ptn 


測をデータ 

D ： ¥CPMP¥A02.mes 


紙化を XYZ 化 

自勤計宮 


【プリン》設ミ】 



バタ-ンデ-夕 

CPMP Standard IlSSptn 


測色データ 

D:¥ .ぶ別 0- リファ 1 ； ンス -OK を廊測を 1 188.mes 


化化を XYZf 直 

自ぉ計貫 


【一狀設定】 



化カプ□ファイル指度 

標準モード 


Gamut 圧滿方巧； 

カラリイトリック 


K 巧な(里版 f 呆持） 

する 


巧刷け 1 顺 

情お 


巧化を補正ち;'ち 

巧けベース 


巧刷 C 純を再現 

しない 


巧刷 M 純を再現 

しねい 


巧刷 Y 純を再現 

する 


En 刷!(単色ち現 

する 


En 刷 KIOOJS 再現な画正 

K 100 辕居色をむ 


トナ-]ント□-ル値 

デフォルト懼をほ用 


【夕-ゲゥト調整】 



トザゥト調整 

しねい 

ロテキストファイルけ呆巧(で 

1 OK 1 


® 補足） 


[テキストファイルに保存]にチェックマークを付けると、設定情報がテキスト形式で保存されまず。テ 
キストフアイルのファイル名は、「出カプ□ファイル名. txt 」 です。 


カラープ□ファイルの作成-各タブ共通 


■接続プリンタ 

プ□ファイルを使用ずるプリンターを選択しまず。 

巧足 ^ DocuColor 1450 GA では、非〕ート紙の場合 [DocuColor 1450 GA ]、 コート紙の場合 [DocuColor 

^- J 1450 GA (コート紙)]、または [DocuColor 1450 GA ( SilkCoatedMO )] を選択してください。 

コート紙は [DocuColor 1450 GA (コート紙）]が JD 〕ー ト紙 （127 g / m)、[DocuColor 1450 GA 
( SilkCoatedMO )] が SilkCoated (140 g / m ) を想定していまずので、用紙特性が近いものを選択して 
くださし、。 

■標準に戻ず 

クリックずると、ずべてのタブの設定項目がデフオルトの設定に戻りまず。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


カラープ□ファイルの作成-[ファイル]タブ 



■印刷ターゲットの特性設定 

•[に C プ□ファイルを指定]と[測色データファイルを指定]がありまず。どちらかを選択し、ファイル名を 
入力ずるか、[参照]をクリックして表示されるダイア□グボックスでファイルを選択しまず。 

•測色データを使用ずる場合は、[測色データファイルを指定]を選択しまず。また、[パターンデータ]に、 
測色データの作成に使用したパターン画像セットに対応ずる測色パターンデータファイルを選択しまず。 
•使用できる測色データファイルのファイルフォーマットは、が下のとおりでず。 

• Color Profile Maker Pro 測色データファイル （ *.mes) 

測色ファイルコンパ'—夕一を使用ずると作成される 、 Color Profile Maker Pro 独自の測色データ 
ファイルの形式でず。 

測色データを作成ずるときに使用したパターン画像セットに対応ずる測色パターンデータファイル 
でず。 

• n_Reader 測色データファイル（ *. け 8) 

n _ Reader を使用して測色した場合に作成される、測色データファイルの形式でず。 

測色データを作成ずるときに使用したパターン画像セットに対応ずる測色パターンデータファイル 
でず。 

• SpectroCha け測色データファイル（ *. け 8) 

SpectroCha けを使用して測色した場合に作成される、測色データファイルの形式でず。 

測色データを作成ずるときに使用したパターン画像セツトに対応ずる測色パターンデータファイル 
でず。 


• MeasureTool 測色データフアイル （ *.txt) 

MeasureTool を使用して測色した場合に作成される、測色データファィルの形式でず。 
「MeasureTool Lab File.ptnj を選択しまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


• Color Profile Maker Pro 中間ファイル （*. fxc ) 

夕ーゲット調整機能で調整結果を保存ずると作成される 、 Color Profile Maker Pro 独自の中間ファ 
イルの形式でず。 

パターンデータ情報を含んでいるため、パターンデータを選択ずる必要はありません。選択したパ 
ターンデータは無効になりまず。 


Color Profile Maker Pro では 、 「Color Profile Maker Pro 中間フアイル (*. fxc )」 形式で、代表的な 
E 口刷特性の測色データを用意していまず。用意されている巧刷ターゲットの種類は、が下の通りでず。 
I_ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro¥Target¥JPN 


用意されている印刷ターゲツトの種類 

説明 

JapanColor 2001(アート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のアー 
卜紙 り SO 規格用紙タイプ 1) 巧刷をシミュレーションできます。 

」 apanColo 「 2001(マット紙） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のマツ 
トコート紙（に〇規格用紙タイプ 2) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2001(コート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のコー 
卜紙 り SO 規格用紙タイプ 3) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2001(上質紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」の上 
質紙（に0規格用紙タイプ 4) 巧刷をシミュレーションできます。 

」 apanColo 「 2002 (新聞 ） .fxc 

新聞用 Japan Color 2002 ( JCN 2002) をシミュレーションできます。 

JapanColor 2003 (輪転 ） .fxc 

オフセツト輪転印刷用（商業オフ輪用 ） Japan Color 2003 
( JCW 2003) をシミュレーションできます。 

JapanColor 2007 (アート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のアー 
卜紙 り SO 規格用紙タイプ 1) 巧刷をシミュレーションできます。 

」 apanColo 「 2007 (マット紙） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現巧刷2007」のマツ 
トコート紙（に〇規格用紙タイプ 2) 印刷をシミュレーションできます。 

」 apanColo 「 2007 (コート紙） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のコー 
卜紙 (に0規格用紙タイプ 3) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2007 (上質紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」の上 
質紙り SO 規格用紙タイプ 4) 印刷をシミュレーションできます。 

雑誌広告基準カラー V 2 に00 4) .fxc 

雑誌広告基準カラー （ JMPA カラー） Ve 「 sion 2 をシミュレーションで 
きます。 

SWOP 2006 GradeS.fxc 

米国での、主に出版オフセツト輪転印刷の標準色である SWOP 2006 
に近づくようにシミュレーションできます。 

GRACoL 2006 -fxc 

米国のプロセスカラー規格です。 

に 0 Coated v 2 .fxc 

EU のプロセスカラー規格です。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


■プリンタの特性設定 

•[プリンタの代表値を使用]、 DCC プ□ファイルを指定]、[測色データファイルを指定]がありまず。 
•[プリンタの代表値を使用]の場合は、プリンターの代表値が使用されまず。 

-プリンターの代表値は、原稿タイプが「写真」のものになっていまず。 

-ほかの原稿タイプのプ□ファイルを作成ずる場合は、「2.2測色データを作成ずる」 ( P .15) の手順3に従っ 
てパターン画像セットをプリントして測色してください。 

•測色データを使用ずる場合は、 [ EP 刷ターゲットの特性設定]と同様に、[測色データファイルを指定]を選 
択しまず。また、[パターンデータ]に、測色データの作成に使用したパターン画像セットに対応ずる測色 
パターンデータファイルを選択しまず。 

•[測色データファイルを指定]、または[に C プ□ファイルを指定]の場合は、ファイル名を入力ずるか、[参 
照]をクリックして表示されるダイア□グボックスでファイルを選択しまず。 

め補足^ [プリンタの代表値を使用]の場合は、プリンターの正確な特性を把握できないので、カラーマッチング 

ろ<- J の精度は落ちることがありまずが、印刷夕ーゲットとしてに C プ□ファイルを入手したときなどは、須略 

を行わなくてもプ□ファイルを作成できます。 

A 参护 \ 原稿タイプについては 、 Print Server のユーザーブガイドを参照してください。 


■出カプロファイル 

作成ずるプ□ファイル名を入力し、[保を先]をクリックして保存先を選択しまず。 


カラープ□ファイルの作成-[作成条件 1] タブ 



■紙地色補正方法 

紙地色補正とは、用紙の違いによって再現される色が変わる現象を調整ずる方法でず。 

♦相対べース 

EP 刷物とプリンターで使用ずる用紙の紙地色を基準に調整されまず。それぞれの基準に従ってカラー画像の全 
体的なバランスをとりながら処理しまず。 


測色器による色差比較など、各色の絶対レベルでの比較では、絶対ベースには劣る場合がありまずが、用紙の 
白色に対ずる感じ方や八イライトの自然さなどに優れたプ□ファイルが作成されまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


♦相対ベース/中高濃度絶対 

お濃度域は巧刷物とプリンターで使用ずる用紙の紙地色を基準に調整され、中高濃度域は、 EP 刷物の色をその 
まま再現ずるよラに調整されまず。 

測色器による色差比較など、各色の絶対レベルでの比較では[絶対ベース]の方が色差は小さくなりまずが、 
用紙の白色に対ずる感じ方や八イライトの自然さなどに優れたプ□ファイルが作成されまず。 

♦絶対ベース/白のみ補正 

E 口刷物の色をそのまま再現ずるよラに調整されまず。ただし、白の色がプリンター用紙の白に調整されまず。 

E 口刷物の用紙がプリンター用紙よりもわずかに濃い場合など、[絶対ベース]ではファイルの白い部分に薄く 
色がついて、ミちれのよラに見えることがありまず。このよラな場合に、ファイルの白い部分が白であるプ〇 
ファイルを作成できまず。 


♦絶対べース 

EP 刷物の色をそのまま再現ずるよラに調整されまず。 E 口刷物が地色付きの用紙の場合に選択しまず。 
印刷物が地色付きの場合は、ファイルの白い部分に地色を付けてプリントされまず。 


@補足） 


[絶対ベース]を選択して地色のシミユレーシヨンを行ラ場合の設定について 
-「作成条件2」の[印刷 Y 純色ープリンタ Y 純色再尉を[しない]にずることをお勧めしまず。 


-[印刷 Y 純色ープリンタ Y 純色再尉を[する]にずると、色差で比較したときの精度は落ちまずが、少 
量のシアンやマゼンタの混合を排除できまず。[しない]にすると、イエ□一単色の印刷物の色にシアン 
やマゼンタを微量に混ぜて色を精度良くシミュレーションできまず。ただし、地色がついている紙の場 
合は、地色よりも明るくなってしまうことがあるので、[しない]をお勧めしまず。 

-[印刷 K 単色ープリンタ K 単色再現]も[しない]をお勧めしまず。 


[印刷 K 単色ープリンタ K 単色再現]は、ブラック単色の文字や線の色がわずかににじんで見える現象を 
抑えたり、白黒だけのファイルをグしースケールでプリントしたりずるモードでず。ただし、地色がつ 
いている紙の場合は、ブラックと地色とのつながりが不自然になることがあるので、[しない]をお勧め 
しまず。 


。参照） 


け目対ベース]の場合、用紙の白の色のばらつきを防ぐために、用紙の色を任意の値で入力できまず。「力 
ラープ□ファイルの作成-[紙地色指定]タブ」 （ P .30) を参照してください。 


■ K 保存（墨版保持） 

K 保存とは、 CMYK データをプリントずる場合に、色再現で重要な役割を持つ K 版の情報を保持ずる機能でず。 


■印刷 K 単色^プリンタ K 単色再現 

EP 刷ずるファイルに含まれる K 単色のデータがプリンターの K 単色で再現されまず。 K 単色の文字をはっきり 
とプリントずる、 K だけの中間調をプリンターの K だけでプリントずる効果がありまず。 

[しない]の場合、ファイルの K 単色の部分にも色トナーが混ざりまず。 

め捕足 \ -[ずる]にした場合、設定した色の近傍で色味の忠実性が低下ずることがありまず。これは、[印刷 K 単 
^ 色ープリンタ K 単色再現]が優先されるためでず。 

-[ずる]にした場合、ファイルによっては墨の周りの階調が不自然になることがありまず。 

-黒の色相、または黒の近傍の色ホ目まで、より厳密にシミュレーションする場合に[しない]を設定しま 
す。ただし、黒だけの場合にもほかの色のトナーを混ぜてシミュレーション精度を上げることになりま 
すので、白黒だけのファイルであってもプリントはカラーと同様ということになります。（したがって、 
プリントオプションの陋質] > [その他の設定] > [カラーの自動検出]機能でもカラーと判断されまず） 

■印刷 K 100%再現保証 

EP 刷ずるファイルの K 100% の色指定をどのようにプリントずるかを選択しまず。通常は、黒文き （ K 100%) 
の判読性を高めるために、 [ K 100% 混色含む]を選択しまず。 


♦ K 1 00%混色含む 

黒文き （ K 100%) の判読性を高める場合に選択しまず。 EP 刷ずるファイルで K 100% のデータは、プリンター 
で も K 1 00%でプリントされまず。 

C 、 M 、 Y の値にかかわらず K が100%であるときは、プリンターの K 成分は100%でプリントされるようにな 
り、 C 、 M 、 Y 成分は、カラーマッチングの結果、適切な値でプリントされまず。 

K オーバープリントなどで C 、 M 、 Y 成分を含んでいるよラな K が100%の文きでも、より黒く判読性の高いプ 
リントができまず。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


♦ K 1 00%純色のみ 

黒文き （ K 100%) の判読性を高めるときに選択しまず。 E 口刷ずるファイルで K 100% ( C 、 M 、 Y は0%)の 
データは、プリンターでも K 1 00% ( C 、 M 、 Y は0%)でプリントされまず。 

シミュレーシヨンを行う E 口刷物の K の濃度が薄い場合、 [ K 100% 混色含む]を選択ずると、 C 、 M 、 Y が混ざっ 
ていて、 K が100%のデータは濃くなってしまうことがありまず。 [ K 100% 純色のみ]を選択ずることで、実 
際の EP 刷物の濃度に合わせたシミュレーシヨンが行われまず。 


♦ しない 

シミュレーシヨンを行ラ巧刷物の K の濃度が薄い場合で、 K 1 00%を実際の K の濃度に合わせて薄くプリント 
ずるときに、[しない]にしまず。 


カラープ□ファイルの作成-[作成条件 2] タブ 



■出カプロファイル精度 

作成ずるプ□ファイルの精度を選択しまず。 

♦標準 モード 9 x 9 x 9 X 9 

9 X 9 X 9 X 9の格子点の CMYK プ□ファイルが作成されまず。 

•高精細 モード17 X 17 x 17 x 17 

17 X 17 X 17 X 17の格子点の CMYK プ□ファイルが作成されまず。格子点が細かいので、高精度なシミュレー 
シヨンができまず。[標準モード 9 x 9 X 9 x 9] よりも処理時間は長くなりまず。 


■ Gamut 圧縮方式 

Gamut 圧縮方式とは、再現できる色の範囲のデバイスによる違いを調整ずる方式のことでず。 


♦カラ U >< hU ツク 


再現できる色領域は色を一致させ、異なる色領域のためプリンターで再現できない色については、最も近い色 
に再現できるよラ処理されまず。 

♦パーセプチヤル 


カラー画像の全体的なバランスをとりながら処理されまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


♦サチユレーション 

再現できる色領域は色を一致させ、異なる色領域のためプリンターで再現できない色については、色相や彩度 
のバランスをとりながら再現できるよラ処理されまず。 

■印刷 K 制御 

K 版保を方式の選択を行いまず。 

[接続プリンタ]で 、 DocuColor 1255 、 DocuColor 1256 GA 、 または DocuColor 1257 GA を選択した場 
合は、[標準]、または [ V 3.0 互換]に010 r Profile Maker Pro の過去のパ'—ジョン （Version 3.0) と互換の 
動作）を選択できまず。それが外のプリンターでは、[標準]を選択しまず。 

■純色再現設定 

単色の巧刷物の色に、ほかの色を微量に混ぜて色を精度良くシミュレーションずるか、または色差で比較した 
ときの精度は落ちても、目障りな少、量の色の混合を排除ずるかを選択できまず。通常は、 EP 刷 C 純色と EP 刷 M 
純色を[しない]、 EP 刷 Y 純色を[ずる]で使用しまず。 

♦ E 口刷 C 純色^プリンタ C 純色再現 

EP 刷ずるファイルに含まれるシアン純色のデータがプリンターのシアン純色で再現されまず。[しない]の場 
合、ほかの色を混ぜて色を近づけまず。 

♦ E 口刷 M 純色ープリンタ M 純色再現 

EP 刷ずるファイルに含まれるマゼンタ純色のデータがプリンターのマゼンタ純色で再現されまず。[しない]の 
場合、ほかの色を混ぜて色を近づけまず。 

♦ 印刷 Y 純色ープリンタ Y 純色再現 

E 口刷ずるファイルに含まれるイエ□—純色のデータがプリンターのイエ□—純色で再現されまず。[しない]の 
場合、ほかの色を混ぜて色を近づけまず。 

特に、イエ□一は微量であってもほかの色が混ざると目立つので、通常は[ずる]にして、イエ□—純色で再 
現したほラが良い効果が得られまず。 

-[純色再現設定]のどれかを[ずる]にした場合、設定した色の近傍で色味の忠実性が低下することがあ 
W りまず。これは、[純色再現設定]が優先されるためです。また、ファイルによっては純色の周りの階調 

が不自然になることがありまず。 

- CMYK プ□ファイル作成時、[作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]が[絶対ベース]の場合（地色の 
シミュレーションを行う場合）は、[印刷 Y 純色ープリンタ Y 純色再尉を[しない]にずることをお勧 
めします。地色のついている紙の場合は、[印刷 Y 純色ープリンタ Y 純色再尉を[する]にして、イエ 
□一に混ざるほかの色を抜いてしまうと、実際の紙の地色よりも明るくなってしまうことがあります。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


カラープ□ファイルの作成-[作成条件 3] タブ 



■ トナーコントロール 

作成ずるプ□ファイルのトナーの最大使用量 （C、M、Y、K の合計％)を選択できまず。濃度や色差を実際の 
夕ーゲットに近い状態でトナー量を調整しまず。通常は[デフォルト値を使用]を選択しまず。 

[超低総量規制]の[規制ずる]にチェックマークが付いているときは、[トナーコント□ール]を設定できま 
せん。 


•デフォルト値を使用 

[接続プリンタ]で選択されているプリンターのデフォルト値を使用しまず。 

♦制御を行ラ 

トナーの最大使用量を入力ずる場合に選択しまず。 

制御値％ 

[制御を行う]の場合、制御値を入力しまず。入力範囲は、200〜***% (*** は鳴続プリンタ]で選 
択されているプリンターのデフォルト値）でず。 

■超お総量規制 


♦規制ずる 

チェックマークを付けると、規制できまず。作成ずるプ□ファイルのトナーの最大使用量 （C、M、Y、K の合 
計％)を200%が下に規制できまず。通常はチェックマークを外しまず。 

超低総量規制では、200%が下に規制（二次色も対象になる）ずるため、一次色も含めて見た目で違和感のな 
い画像を得る Gamut 圧縮が行われまず。 

チェックマークを付けると、[トナーコント□—ル]は設定できません。チェックマークを外ずと、[トナーコ 
ント□-ル]の設定に従って、プ□ファイルが作成されまず。 

のネ苗甲 >1 -[作成条件 1] タブの [ K 保を（墨版保持)]が[しない]になっているとき、または[作成条件 2] タブ 
^ >> の閒刷 K 制御]が鳩對が外のときは、[規制ずる]にできません。 

-[規制ずる]にチェックマークを付けると、[作成条件 2] タブにある [Gamut 圧縮方式]の[パーセプ 
チャル]と[サチユレーシヨン]は同じ結果になります。また、 Gamut 値域）が極端に規制されるた 
め、[作成条件 2] タブにある [Gamut 圧縮方式]の切り替えによる画像の変化は、より大きなものに 
なります。 

規制値％ 

[規制ずる]にチェックマークを付けたとき、規制値を選択しまず。入力範囲は、160〜200%でず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


■ターゲット調整 

プ□ファイルの色再現を調整できまず。 


♦調整ずる 

チェックマークを 付ける と、 調整できまず。通常は チェックマークを 外しまず。 

チェックマークを付けたときは、[調整]をクリックして表示される[ターゲット調整]ダイア□グボックス 
で値を設定しまず。 

@補足 ターゲット調整機能を使用ずると、プ□ファイルの色精度が低下ずることがありまず。 


r 



[ターゲット調壁] 
ダイアログボックス 






項目 

説明 

調整量 

明るさ 

明るさを調整しまず。 

「+」の値を入力すると明るく、し」の値を入力ずると暗く調整されまず。入 
力範囲は、 -100 〜100です。通常は [0] を入力します。 


鮮やかさ 

鮮やかさを調整します。 

「+」の値を入力ずると鮮やかに、し」の値を入力すると鮮やかさを抑えるよ 
うに調整されます。入力範囲は、 -100-1 00です。通常は [0] を入力します。 


色調整 

色味を調整します。 

[緑-赤]の設定項目では、「+」の値を入力するとよりホに近い色に、し」の 
値を入力するとより緑に近い色に調整されます。 

[青-黄]の設定項目では、「+」の値を入力するとより黄色に近い色に、し」 
の値を入力するとより青におい色に調整されます。 

入力範囲は、 -100 〜100です。通常は [0] を入力します。 

対象領域 

明るさ 

色調整の有効範囲を明るさで選択できます。[八イライト]、[中間調]、[シャ 
ドウ]のチェックマークを付けた範囲が色調整の対象です。通常はすべてに 
チェックマークを付けます。 

A 補足"） 隣接する範囲でチェックマークあり•なしが設定された場合は、 
^- ' 調整効果が連続的に変化ずるよラに処理されます。 


色相 

色調整の有効範囲を色相方向で選択できます。 [ Y ]、[ R ]、[ M ]、[ B ]、[ C ]、 
[ G ] のチェックマークを付けた色相が色調整の対象でず。通常はずべてに 
チェックマークを付けます。 

\ -隣接ずる色相でチェックマークあり•なしが設定された場合は、 
b ぶ疋 調整効果が連続的に変化ずるよラに処理されまず。 

• 1つが上の色相のチェックマークを外した場合は、が下の設定が 
自動的に行われまず。 

-[白点固定]、[黒点固定]、[グし一軸近傍を固定]はチェック 
マークあり 

-[シャドウのみを対象]、[有彩色を固定]はチェックマークなし 


28 

























































2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


項目 

説明 

対象領域 

白点固定 

白（紙色）を色調整の対象とするかどうかを選択します。 

チェックマークを付けると、白から離れるに従って色調整の効果が現れ 
るように処理されます。通常はチェックマークを外します。 

-[作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]が[絶対ベース]の 
W 巧疋 場合、紙地色を含めて色調整を行うときは、チェックマークを 
外してください。紙地色を変化させないよラに色調整を行ラと 
きは、チェックマークを付けてください。 

-[作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]がけ目対ベース]、ま 
たはけ目対べース/中高濃度絶対]の場合は、チェックマーク 
あり•なし、どちらでも紙地色に影響しません。 

-[色相]で1つが上のチェックマークを外した場合は、チェッ 
クマークありで固定になりまず。また、[シャドウのみを対象]、 
または[有彩色を固定]にチェックマークを付けた場合は、 
チェックマークありで固定になりまず。 


黒点固定 

プ□セスブラックを色調整の対象とするかどラかを選択します。 

チェックマークを付けると、プ□セスブラックから離れるに従って色調 
整の効果が現れるよラに処理されます。通常はチェックマークを外しま 
す。 

の捕？>^ -[色相]で1つが上のチェックマークを外した場合は、チェッ 
W 佩、 クマークありで固定になりまず。 

-[シャドウのみを対象]にチェックマークを付けた場合は、 
チェックマークなしで固定になりまず。 

-[有彩色を固定]にチェックマークを付けた場合は、チェック 
マークありで固定になりまず。 


シャドウのみを 
対象 

チェックマークを付けると、色調整の対象をシャドウ領域（トナー総量 
の多い領域）に限定して、トナー総量が高くなるに従って色調整の効果 
が現れるように処理されまず。通常はチェックマークを外します。 



補足^ 哈相]で1つが上のチェックマークを外した場合は、チェッ 

^- ' クマークなしで固定になります。また、チェックマークを付 

けた場合は、[白点固定]はチェックマークあり、[黒点固定] 
はチェックマークなしで固定になります。 


グレー軸お傍を 
固定 

チェックマークを付けると、グレーに近い色を色調整の対象から除外し 
て、グレーから離れるに従って、調整の効果が現れるよラに処理されま 
す。通常はチェックマークを外します。 

捕？ N • [色ホ目]で1つが上のチェックマークを外した•場ろは、チェッ 
b ぉ疋 クマークありで固定になります。 

-チェックマークを付けた場合は、[有彩色を固定]はチェック 
マークなしで固定になりまず。 


有彩色を固定 

チェックマークを付けると、グレーに近い色を色調整の対象として、グ 
レーから離れるに従って調整の効果が弱くなるように処理されます。通 
常はチェックマークを外します。 



補足^ [色相]で1つが上のチェックマークを外した場合は、チェッ 

^- J クマークなしで固定になります。 ますし 、チェックマークを付 

けた場合は、[白点固定]、[黒点固定]はチェックマークあ 
り、[シャドウのみを対象]、[グレー軸近傍を固赶はチェッ 
クマークなしで固定になります。 

調整結果の保存 

クリックずると、[名前を付けて保存]ダイア□グボックスが表示される 
ので、保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 
[ターゲット調整]ダイア□グボックスで設定した内容が保存されまず。 
ファイルの拡張子は、 「.fxc」 です。 

保存されたファイルは、[ファイル]タブにある[巧刷夕ーゲットの特性 
設定]の[測色データファイルを指定]で選択できます。 


V J 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


カラープ□ファイルの作成-[紙地色指定]タブ 


@補足） 


[紙地色指定]タブは、通常モードのときにだけ表示されます。 



■印刷用紙地色 XYZ 値、プリンタ用紙地色 XYZ 値 

[作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]で[相対ベース]を選択して、複数のプ□ファイルを作成したり、定 
期的にプ□ファイルを作成したりずる場合、プ□ファイルごとに白の測色値が変動し、ばらつきが発生ずるこ 
とがありまず。ここで同じ値を入力ずると、ばらつきを抑えることができまず。 

値を設定ずる場合は师刷用紙地色 XYZ 値]、または[プリンタ用紙地色 XYZ 値]の[が下の値を使用]を 
選択して、数値を入力しまず。 

入力範囲は、0.000〜1000.000でず。（ただし、Xく Y く Z) 

例： （X，Y，Z) = (95.045,100.000，108 .892) 

♦ D 50 白色 XYZ をセット 

クリックずると、 D50 白色の XYZ イ直 (X:96.42,Y:100,Z:82.49) が入力されまず。 
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2.3.2 高精度モード 


2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


高精度モードでは、 CMYK プ□ファイルを繰り返し作成ずることによって色差を診断し、最適化ずることによって、 
より高精度な CM YK プ□ファイルを作成できまず。 


の 補足^ 高精度モードでは、が下の設定は変更できません。 
^ ' • [作成条件 1] の [ K 保を（墨版保持)]は[する] 


-[作成条件 2] の [ Gamut 圧縮方式]は[カラリメトリック] 
-[紙地色指定] 


CMYK プ□ファイルの作成 

繰り返し処理に適した CMYK プ□ファイルを新規に作成しまず。 


操作手順 


7 . Windows の[スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Fuji Xerox ] 一 に010 r Profile Maker 
Pro ] 一 [Color Profile Maker Pro ] を選択しまず。 

Color Profile Maker Pro が起動しまず。 

2 . [高精度]をクリックしまず。 



3 . に tepl ] の读行]をクリックしまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


4. タブを切り替えて、作成ずる CMYK プ□ファイルの条件を設定し、 [0 K ] をクリックしまず。 



A 参昭、 詳細は、「カラープ□ファイルの作成」のが下の各タブの説明を参照してください。 

^- ' • 「カラープ□ファイルの作成-各タブ共通」 （P.20) 

-「カラープ□ファイルの作成-[ファイル]タブ」 （P.21) 

-「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 1] タブ」 （P.23) 

-「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 2] タブ」 （P.25) 

-「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 3] タブ」 （P.27) 

5 . 表示されている設定内容をずべて確認し、[実行]をクリックしまず。 


設定情報の强認 


W 下のを件で、カラづ□ファイルを巧ぶします。 


巧目 

1設定 1 

【カラーフ□ファイル】 


化カプ□ファイル 
巧続ブリンタ 

脚刷夕-ゲット設定】 

バターンデータ 

D：¥CPMP¥Profile1col 

DocuPrint C 5000 d 

CPMP Standard IlSSptn 

測をデータ 

D：¥CPMP¥A02.mes 

紙化を XYZ 化 

自旣計貫 

【プリンタ設ミ】 

バターシデータ 
測色データ 

CPMP Standard 1188ptn 

D: も..お〇〇-リファじンス -OK を庶則色1 188.mes 

浓化を XYZ 化 

自勤計置 

【一肢記ち】 

化カプ□ファイル描度 

情準モード 

Gamut 圧縮ホが 

カラリかリック 

け呆巧(里做な轉） 

する 

巧刷！(ホり御 

標準 

巧化を補正方ま 

ホ目巧ベース 

En 刷 C 棘色再現 

しない 

巧刷 M 純を再現 

しない 

En 刷作もを再現 

する 

巧刷 K 単を再現 

する 

6[1刷1<100?^再現巧画正 

K 100が昆色をむ 

トナ-]ント□-ル f 直 

デフォルト化をほ巧 

【夕-ザット調整】 

トザット調装 

しねぃ 


[ 実行の I キャンむレに） J 


CMYK プ□ファイルの作成が開始されまず。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


6. 処理の完了を知らせるダイア□グボックスが表示されたら、に K ] をクリックしまず。 



[テキストファイルに保存]にチェックマークを付けると、設定情報がテキスト形式で保存されまず。テ 
- J キストフアイルのファイル名は、「出カプ□ファイル名. txt 」 です。 


繰り返し処理用測色データの作成 


繰り返し処理用 CMYK プ□ファイルを割り当てて、パターン画像セットをプリントし、測色データを作成しまず。 

^ 参照 パターン画像セットについては、「2.2測色データを作成ずる」 （ P .15) を参照してください。 


操作手順 


い CMYK プ□ファイルの作成」 （ P .31) で作成した2つのプ□ファイル（「プ□ファイル名 _ F 巨* 

♦ . col 」 と「プ□ファイル名 _ F 巨** . dat 」） を Print Server の仪下のフォルダーに保存しまず。 

♦ Print Server Series の場合（ XXX はプリンターの機種名でず） 

I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server Series¥cpsi¥ColorProfile¥CMYKSimulation¥XXX 

♦ PX Print Server の場合 （ XXX はプリンターの機種名でず） 

口 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥C 010 rProfile¥CM 丫 KSimulation¥XXX 
の補 口 N -プ□ファイル名の「**」には、繰り返し処理の回数が入ります。 

^-^ • Print Server にプリンターを2台接続している場合で、2台目のプリンターに接続ずるときは 、「XXX 

(プリンターの機種名）_2」フォルダーに保をしてください。 

-プ□ファイル名に記号や漢字を使用している場合、プ□ファイル認識時にシステムが文字コードを変換 
ずるため、入力したものと違う名前になっていることがありまず。 

- CMYK プ□ファイル名は、作成時から変更しないでください。プ□ファイル名を変更ずると、 CMYK プ 
□ファイルを使用した Print Server でのプリント処理でエラーが発生しまず。 

• 作成済みのプ□ファイルは 、 Print Server のパ'—ジョンによっては、 ServerManager の[カラー](ま 
たは[カラー調整])^ニューから読み A むことができまず。詳細は 、 Print Server のユーザーズガイ 
ドを参照してください。 

- Print Server のパ'-ジョンによっては、プリントデータに埋め込まれたに C プ□ファイルを無視して、 
DeviceCMYK として処理を行し 、、 Color Profile Maker Pro で作成した CMYK プ□ファイルで処理でき 
るように設定できまず。 ServerManager の[システム](または[ツール])一[プリントジョブの設 
定]一[埋め込みカラープ□ファイルを無視ずる （ CIEBasedA / DEF / DEFG )]、 または [ CIE カラーを 
無視する ( A / DEF / DEFG )] にチてックマークを付けてください。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


2 . 手順1で保存した CMYK プ□ファイルを割り当てまず。 


参照） 


CMYK プ□ファイルの割り当てについては 、 Print Server のユーザーズガイドを参照してくださし、。 


Print Server のキヤリブレーシヨンを実施しまず。 


〇参照） 


キヤリブしーシヨンについては 、 Print Server のユーザーズガイドを参照してくださし、。 


4. パターン画像セツトを Photoshop や Illustrator などの CMYK を扱えるアプリケーションで開き、 
プリントオプションの[カラー]〉[カラー詳細に MYK 設定)] > に MYK シミュレーション] 
で、手順2で登録した CMYK プ□ファイルを選択しまず。 

5 . クライアントコンピューターからプリントずる場合は、プリントオプションの[カラー]〉[力 
ラー詳細 （ CMYK 設定)]〉 [ CMYK 色補正]に必ずチェックマークを付けまず。 

6 . プリントしまず。 

7 . 測色器を使って、手順6のプリント結果を測色し、測色データを作成しまず。 

&補足 測色ずるときには巧刷物の下に、須り色ずる用紙と同じ用紙の白紙を5枚が上重ねてください。 


CMYK プ□フアイルの最適化と最終処理 


「 CMYK プ□ファイルの作成」 (P.31) で作成した CMYK プ□ファイルに繰り返し処理をして、 CMYK プ□ファイ 
ルを最適化しまず。また、最適化された CMYK プ□ファイルに最終処理をして、ずべてのパラ^ーターが適用され 
た CMYK プ□ファイルを生成しまず。 


操作手順 


7 . Windows の[スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Fuji Xerox ] 一 に010 r Profile Maker 
Pro ] 一 に010 r Profile Maker Pro ] を選択しまず。 

Color Profile Maker Pro が起動しまず。 

2. [高精度]をクリックしまず。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


3 . に tep 4] の[実行] 


をクリックしまず。 


青括度カラープ□ファイ J レの作ぶ LUiyi 


夕 

Stepl: 


Step2: チャートの化力： 

S 時1または Step 巧化なした巧しいプ□ファイルを用 
いて、測色チヤ-卜を化力してください。 


巧なI説 Bg まを參賠の上、巧巧してくだぞい。 

ブ□ファイル化が 

おり巧し処迎こ通したプ□ファイルを巧ぶします。おり 
おしモ-ド內で巧が席通化したプ□ファイルむ化て 
はをが処巧が必要です。 


実行(1 )...I 


Step2 で化力しをチャートを測をしてください。 


Step4: 繰りおし化巧/最が化巧： 

Step 1で巧ぶしたプ□ファイル、わよ化卸3でけぶした 
測をファイルをほ巧に摄りおし化巧を巧います。 

また、親りおし触里を巧ったブ□ファイルじ巧して最が が-一‘ 

処理を巧います。 実けけ)… 


[ PJ じるに）] 


ん [繰り返し処理対象プ□ファイル]を変更ずる場合は、惨照]をクリックして、繰り返し処理用 
CMYK プ□フアイルを選択しまず。 



[測色データフアイル]の[パターンデータ]と[総パッチ数]が表示されまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


5 . [測色データフアイル]の惨照]をクリックして、「繰り返し処理用測色データの作成」 ( P .33) 
で作成した測色データフアイルを選択しまず。 



[平均色差の確認]に[今回]、[前回]、および[前々回]の色差の値が表示され、[ソッセージ]に 
色差診断結果が表示されまず。 

♦さらに精度を上げたい場合 

[繰り返し処理を実行]をクリックしまず。 

♦現在の精度でよい場合 

[最終処理を実行]をクリックしまず。 

@補足^ 繰り返し処理を実行せずに最終処理を行うため、最終処理されたプ□ファイルの色差は、[今刚の値と 
んりまず。 

6. 表示されている設定内容をずべて確認し、[実行]をクリックしまず。 



CMYK プ□ファイルの作成が開始されまず。 
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2.3 CMYK プ□ファイルに変換ずる 


7. 処理の完了を知らせるダイア□グボックスが表示されたら、に K ] をクリックしまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


(^2.4 印刷シミュレーションをずる 

Color Profile Maker Pro で作成した CM 丫 K プロファイルを使って、印刷シミュレーシヨン 
ができまず。 



操作手順 


1 . 「2.3.1通常モード」 （ P .18)、 または「2.3.2高精度モード」 ( P .31) で作成した3つのプ□ファ 
イル（「プ□ファイル名 . col 」、 「プ□ファイル名 . dat 」、 および「プ□ファイル名 . fxa 」） を Print 
Server の仪下のフオルダーに保存しまず。 


♦ Print Server Series の場合（ XXX はプリンターの機種名でず） 

I_ ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server Series¥cpsi¥C 010 rProfile¥CM 丫 KSimulation¥XXX 

♦ PX Print Server 、 または PrintServer N Series の場合 （ XXX はプリンターの機種名でず） 

口 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥ColorProfile¥CMYKSimulation¥XXX 

-巧刷シミュしーションずるプリントデータにに C プ□ファイルを埋め込んでいる場合は、プリントデー 
レ '- ^ 夕を作成して保存したアプリケーションで、埋め込みを解除ずることをお勧めしまず。 

- Color Profile Maker Pro で作成した CMYK プ□ファイルは、 CMYK データ （ DeviceCMYK ) に対する 
ものでず。に C プ□ファイルを埋め込んであるプリントデータは、に C プ□ファイルの情報を使用した 
CIEbased カラーのデータになっていまず。このため、に C プ□ファイルを埋め込んであるプリントデー 
夕は、通常 、 Color Profile Maker Pro での巧刷シミュしーションが行われません。 

- Print Server にプリンターを2台接続している場合で、2台目のプリンターに接続ずるときは 、「XXX 
(プリンターの機種名）_2」フォルダーに保存してください。 

-プ□ファイル名に記号や漢字を使用している場合、プ□ファイル認識時にシステムが文字コードを変換 
ずるため、入力したものと違う名前になっていることがありまず。 

- CMYK プ□ファイル名は、作成時から変更しないでください。プ□ファイル名を変更ずると、 CMYK プ 
□ファイルを使用した Print Server でのプリント処理でエラーが発生しまず。 

• 作成済みのプ□ファイルは 、 Print Server のパ'—ジョンによっては、 ServerManager の[カラー](ま 
たは[カラー調整])メニューから読み A むことができまず。詳細は 、 Print Server のユーザーブガイ 
ドを参照してください。 

- Print Server のパ'-ジョンによっては、プリントデータに埋め込まれたに C プ□ファイルを無視して、 
DeviceCMYK として処理を行し 、、 Color Profile Maker Pro で作成した CMYK プ□ファイルで処理でき 
るように設定できまず。 ServerManager の[システム](または[ツール])一[プリントジョブの設 
定]一[埋め A みカラープ□ファイルを無視する （ CIEBasedA / DEF / DEFG )]、 または [ CIE カラーを 
無視ずる ( A / DEF / DEFG )] にチてックマークを付けてください。 

ム. 手順1で保存した CMYK プ□ファイルを割り当てまず。 

参护^ CMYK プ□ファイルの割り当てについては 、 Print Server のユーザーブガイドを参照してください。 


Print Server のキヤリブレーシヨンを実施しまず。 


0参照） 


キヤリブしーシヨンについては 、 Print Server のユーザーズガイドを参照してくださし、。 


ん Photoshop や Illustrator などの CMYK を扱えるアプリケーションで Efl 刷シミュレーションずる 
ファイルを開き、プリントオプションの[カラー]〉[カラー詳細 （ CMYK 設定 )]〉 [CMYK 
シミュレーション]で、手順2で登録した CMYK プ□ファイルを選択しまず。 

5. クライアントコンピューターからプリントずる場合は、プリントオプションの[カラー]〉[力 
ラー詳細 （ CMYK 設定)]〉 [ CMYK 色補正]に必ずチェックマークを付けまず。 

6. プリントしまず。 

プリントされたドキュ^ントで、仕上がりイソージを確認してください。 
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2.5 ユーテイリテイについて 


^2.5 ユーテイリテイについて 

プリント時の設定、およびプロファイルの調整をしまず。 

2.5.1 デバイスリンクに C プ□ファイルの変換 



ほかのアプリケーシヨンで作成したデバイスリンクに C (International Color Consortium ) プ□ファイルを Print 
Server 専用の CMYK プ□ファイルに変換できまず。 


操作手順 


7. Windows の[スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Fuji Xerox ] 一 に010 r Profile Maker 
Pro ] 一 に010 r Profile Maker Pro ] を選択しまず。 

Color Profile Maker Pro が起動しまず。 

2. [デバイスリンク変換]をクリックしまず。 



3 . [デバイスリンクに C プ□ファイル]に変換ずるデバイスリンクに C プ□ファイル名を、[出カプ 
□ファイル]に作成ずるプ□ファイル名を入力しまず。 
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2 CMYK プ□ファイルの作成 


-プ□ファイル名に一部の記号や漢字を使ラと、プ□ファイル認識時にシステムが文字コードを変換ずる 
W ため、入力したものと違う名前になる場合がありまず。 

- CMYK プ□ファイルは、選択した保を先に、「プ□ファイル名. col 」 と「プ□ファイル名. dat 」 の2つの 
プ□ファイルとして保存されまず。（「プ□ファイル名」は、同じ名前が設定されまず） 

-作成した CMYK プ□ファイル名は、変更しないでください。プ□ファイル名を変更ずると、 CMYK^°D 
ファイルを使用した Print Server でのプリント処理で、エラーが発生しまず。 

• [接続プリンタ]は 、 Color Profile Maker Pro を Print Server から起動したときに有効になりまず。 

-[デバイスリンクに C プ□ファイル]は、[参照]をクリックして表示される[ファイルを開く]ダイア 
□グボックスからプ□ファイルを選択ずることもできます。 



4. [保存先]をクリックし、保存先を選択して、 [0 K ] をクリックしまず。 

5 . 処理の完了を知らせるダイア□グボックスが表示されたら、 [0 K ] をクリックしまず。 

2.5.2 色域表示 

測色データ、およびに C プ□ファイルで定義される色域を 3D の立体で表示できまず。 


操作手順 


7. Windows の[スタート]一[ずべてのプ□グラ厶] 一 [Fuji Xerox ] 一 に010 r Profile Maker 
Pro ] 一 に010 r Profile Maker Pro ] を選択しまず。 

Color Profile Maker Pro が起動しまず。 

2. [色域表示]をクリックしまず。 










































2.5 ユーテイリテイについて 


3 . [ファイル]の[に C プ□ファイルを指定]、または[測色データファイルを指定]を選択しまず。 



4. [参照]をクリックし、表示させるファイルを選択しまず。 

-[測色データファイルを指定]を選択した場合は、測色データの作成に使用したパターン画像セットに対 
W ^ 応ずる測色パターンデータファイルを選択しまず。 

-選択できる測色データファイルの種類は、が下のとおりでず。 

-測色データ （. mes 、. ptn 、. it 8) 

- CPMP 中間データ形式 （. fxc ) 

• 2つめのファイルを選択ずる場合は、「ファイル2」タブをクリックして、ファイルを選択しまず。 

5 . [表示]をクリックしまず。 











































2 CMYK プ□ファイルの作成 


6. 必要に応じて、色域の表示を設定しまず。 



表示領域 


も化る」 


項目 

説明 

表示 

オプション 

表示する 

チェックマークを付けると、選択したプロファイル色立体/平面図が表示されます。 


不透明 

選択したプロファイルの色立体/平面図が、単色の塗りつぶしで表示されます。 



フレーム 

選択したプロファイルの色立体/平面図の外郭だけが表示されます。 



透明 

選択したプロファイルの色立体/平面図が、透過で表示されます。 


フル カラー 
表示 

選択したプロファイルの色立体/平面図が、各 L * a * がに対応した色で表示されます。 

表示方ま 

3 D 

選択したプロファイルの領域を 3 D の色立体で表示します。 


がが 

選択したプロファイルの L - a * b * 投影図を表示します。 

L * 軸の+方向から-方向への投影図となり、 a * が平面の外郭が表示されます。 


L *- C * 

対象プロファイルの L - C 断面を表示します。 


グリッドを 

表示 

チェックマークを付けると、表示領域上にグリッドが表示されます。 


色相角 
( L *- C *) 

断面を表示する対象の角度を、バーを左右に動かして指定します。指定範囲は〇〜 
360です。 


初期設定 

クリックすると、初期設定の表示に戻ります。 

特定色表示 

L * 

L * の値を入力します。入力範囲は、〇〜100です。 


a * 

a * の値を入力します。入力範囲は、 -128 〜128です。 


が 

b * の値を入力します。入力範囲は、 -128 〜128です。 


追加 

クリックすると、入力した [ L *] [ a *] [が]の値に基づき、表示領域に点がプロッ 
卜されます。 


全削除 

クリックすると、プロットしたすベての点が消去されます。 


表示領域では、マウスを使用してが下の操作ができまず。 
— ) • 回転：左クリック+上下左右へドラッグ 
-拡大/縮ル：右クリック+上下へドラッグ 
-表示領域内の移動：左右クリック+上下左右へドラッグ 


の 





































































7. [閉じる]をクリックしまず。 


2.5 ユーテイリテイについて 


2.5.3 プ□ファイル調整 

プ□ファイルの詳細を調整しまず。 


操作手順 


7 . Windows の[スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Fuji Xerox ] 一 に010 r Profile Maker 
Pro ] 一 に010 r Profile Maker Pro ] を選択しまず。 

Color Profile Maker Pro が起動しまず。 

2. [プ□ファイル調整]をクリックしまず。 



3 . Q をクリックしまず。 



ki 















































2 CMYK プ□ファイルの作成 


ん 調整ずる CMYK 色補正プ□ファイルを選択して[開く]をクリックしまず。 

A 補足 ^ • [ファイル]一[開く]を選択する、またはファイルを[プ□ファイル調整]ウィンドウにドラッグ&ド 
b 個化 □ップしてもファイルを開くことができまず。 

- V 2 フォーマット （Color Pro 刊 e Maker Pro V 9.0 が降で作成した CMYK 色補正プ□ファイル）の場合 
は、確認のダイア□グが表示されます。 

-選択する CMYK 色補正プ□ファイルは、 *. col と*. dat が同じフォルダー内に保をされている必要があり 
ます。 

5 . 必要に応じて、調整ずる CMYK 色補正プ□ファイルを編集しまず。 



詳細は、「プ□ファイル調整の編集」のが下の説明を参照してください。 
- 「 LUT 情報の表示」 ( P .45) 

-「プ□ファイル調整の編集」 （ P .45) 

. 「グリッドを指定 J ( P .46) 

-「純色再現保証」 （ P .47) 

6 . 0をクリックし、ファイルを保存しまず。 


@補足） 


[ファイル]一[名前を付けて保を]を選択しても、ファイルを保をできまず。 


































2.5 ユーテイリテイについて 


LUT 情報の表示 

[ LUT 情報の表示]をクリックしまず。 



プ□ファイル内に格納されている、 IN - LUT 、 および OUT - LUT の力ーブが表示されまず。 

IN - LUT を選択ずると入カデバイスの階調特性力ーブが、 OUT - LUT を選択ずると出カデバイスの階調特性力ーブが 
表示されまず。 


プ□ファイル調整の編集 


■ CMYK を指定 


[プ□ファイル調整]ウインドウの @ をクリックしまず。 

CMYK 入力値、 CMYK 出力値を確定させて、 [0 K ] をクリックずると、ずべての設定がプ□ファイルに反映さ 
れまず。 



©補足） 


[調整] 一 [ CMYK を指定]を選択しても、 [ CMYK を指定]ウィンドウを表示できまず。 


♦指定形式 

CMYK 値の入力形式を選択しまず。 

%指定 

CMYK 値を％で入力しまず。 

8 bit 整数指定 

CMYK 値を〇〜255の整数で入力しまず。 


が 



























































































2 CMYK プ□ファイルの作成 


♦影響範囲 

調整の影響範囲、周巧への影響のおよぼし方を選択しまず。 

-自動 

変更量に応じて、[グリッド距離1]、[グリッド距離2]、または[グリッド距離 3] のいずれかが自動で選択 
されまず。 

-グリッド距離1、グリッド距離2、グリッド距離3 

入力した CMYK 入力値近くの、狭い領域に対して変更を適用したい場合は[グリッド距離 1] を、中間の領 
域に対して適用したい場合は[グリッド領域 2] を、広い領域に対して変更を適用したい場合は、[グリッド 
距離 3] を選択しまず。 

• CMYK 入力値 

CMYK の入力値を入力し、[確定]をクリックしまず。 


♦ CMYK 出力値媽在） 

現在の CMYK 出力値が表示されまず。 


♦ CMYK 出カイ直（調整後） 

CMYK の出力値を入力し、[適用]をクリックしまず。 


@補足3 • 


白に近い値を [ CMYK 入力値]に入力ずると、調整が行われないことがありまず。 

入力した値によっては、調整後の正しい変換結果を確認できないことがありまず。この場合、もラー度 
[確定]をクリックすると、正しい調整後のプ□ファイルの変換結果を確認できまず。 


■グリッドを指定 

[プ□ファイル調整]ウインドウの[調整]一[グリッドを指定]を選択しまず。 



♦指定形式 

CMYK 値の入力形式を選択しまず。 

%指定 

CMYK 値を％で入力しまず。 

8bit 整数指定 

CMYK 値を〇〜255の整数で入力しまず。 


♦グリッド ID 

特定のグリッド（通常モード： 〇〜8、高精度モード： 〇〜 16) を入力しまず。 
• CMYK 入力値 

CMYK の入力値を入力し、[確定]をクリックしまず。 


が 








































2.5 ユーテイリテイについて 


♦ CMYK 出力値（現在） 

現在の CMYK 出力値が表示されまず。 


♦ CMYK 出カイ直（調整後） 

CMYK の出力値を入力し、[適用]をクリックしまず。 

■純色再現保証 

[プ□ファイル調整]ウィンドウの[調整]一[純色再現保証]を選択しまず。 

純色き現保註 Kaft 


CMYK を色の純を巧現巧託を設定します。 


c 純色ち現に)： 

广する 

しない 

M 純色再現(邮： 

广する 

しねし、 

Y 純色再現 (Y): 

(5 ■する 

C しねい 

K 純色ち現 (K): 

G •する 

广1/よい 


0K \ __ キャンセル」 


♦ C 純色再現 /M 純色再現 /Y 純色再現 /K 純色再現 
CMYK 各色の純色再現保証をずる場合は、[ずる]を選択しまず。 

プ□ファイル作成時に純色再現設定で[しない]を選択したプ□ファイルに対して、純色再現保証が指定でき 
まず。 


©補足） 
〇参照） 


-一度[する]に設定した項目は、もとに戻せません。（[しない]に指定しなおずことはできません) 
-[ずる]に設定ずると、プ□ファイルによっては精度が低下ずる場合がありまず。 

純色再現設定については、「純色再現設定」 （ P .26) を参照してください。 


■ ユーザー 調整 カーブの合成 

ユーザー調整カーブのファイルとプ□ファイルを合成しまず。 

[プ□ファイル調整]ウインドウの[調整]一[ユーザー調整カーブの合成]を選択しまず。 



♦合成ずるファイルの選択 

[ファイル選択]をクリックして、合成ずるファイル （.uac) を選択しまず。 

Print Server で作成したユーザー調整力ーブは、が下のフォルダーに保存されていまず。 

- Print Server Series の場合（ XXX はプリンターの機種名です） 

广 I D:¥Fuji Xerox¥Print Server Series¥cpsi¥ColorProfile¥UserAdjust¥XXX 
- PX Print Server 、 または PrintServer N Series の場合 （ XXX はプリンターの機種名でず) 
こ ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥C 010 rProfile¥UserAdjust¥XXX 


め補足） 


kl 



































2 CMYK プ□ファイルの作成 


が 





Appendix 


Color Profile Maker Pro のアンインストール手順、測色ファイルコンバーター、およびェ 
ラーゾツセージについて説明していまず。 
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3 Appendix 


3.1 Color Profile Maker Pro のアンインストール 


©補足） 


Print Server からは 、 Color Profile Maker Pro をアンインストールしないでください。 


操作手順 


1. 乂下のフォルダーを開きまず。 

I__ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥C 01 or Profile Maker Pro 

2 . [Color Profile Maker Pro ] フォルダーの中身を確認し、作成した CMYK プ□ファイルなど、必 

要なファイルがあるときは、バックアップしまず。 

ザ？ ^ Color Profile Maker Pro をアンインストールずると 、 [Color Profile Maker Pro ] フォルダー内のファ 
W ^ イルは、ずべて削除されまず。 

3 . Windows の[スタート]一[コント□-ルパネル]一[プ□グラ厶と機能]を選択しまず。 

ん リストの中から Kolor Profile Maker Pro ] を選択し、[アンインス!ルと変更]をクリック 
しまず。 

5 . 確認のダイア□グボックスで、 [0 K ] をクリックしまず。 

[Color Profile Maker Pro] が削除されまず。 

6. システムを再起動しまず。 

Color Profile Maker Pro のアンインストールは完了でず。 
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3.2 測色ファイルコンバーター 


( j 3.2 測色ファイルコンバーター 


測色フアイルコンパ'—夕一は、 X - Rite 社の SpectroScan と SpectroCha けによって構成される自動測色システ厶、 
または X - Rite 社の n Pro と il . Reader との組み合わせによる測色システ厶が出力ずる測色データフアイル 
( XXX . itS ) を Color Profile Maker Pro で使用ずる測色データフアイル ( XXX . mes ) に変換ずるユーティリティで 
ず。 

主ち电 A SpectroScan 、 および SpectroChart を使用して測色ずる場合 、 「PrintServer Series 1188 Chart 」 を 
w 匿 ^ ご使用ください。 

複数の測色データファイルを1つの測色データファイルにまとめることができまず。 


用語説明 


♦ MES ファイル 

Color Profile Maker Pro で使用ずる測色データのファイル形式を MES ファイルと呼びまず。 

♦測色データファイル 

ここでは、 X - Rite 社の SpectroScan 、 SpectroChart によって構成される自動測色システ厶が測色データを出 
力ずるファイル （ XXX . itS )、 または X - Rite 社の n Pro と il . Reader との組み合わせによる測色システ厶が測 
色データを出力ずるファイル ( XXX . itS ) を測色データファ^ルと呼びまず。 

♦パターン画像セット 

Color Profile Maker Pro には 、 Draft (256 色 ）、 Standard (1，188色 ）、 Full (1，584色）の 3 種類の色票が 
標準で用意されていまず。これらの色票は複数枚で構成されているものがあり、一連の色票をパターン画像 
セットと呼びまず。 


3.2.1 使用方法 


操作手順 


7 . 「 MesFileConv . exe 」 をダブルクリックしまず。 

測色ファイルコンバーターが'起動しまず。 

- il . Reader . または SpectroCha けを使用して測色した、複数のファイルに分割された測色データ 
ファイル （ XXX . itS ) のアイコンを 「 MesFileConv . exej 、またはそのシヨートカットのアイコン 
にドラッグ&ド□ップずることで、ユーティリティを起動して、測色データファイルを登録ずるこ 
ともできまず。 

-須略データファイルを追加ずる必要がない場合、が下の手順2と3はスキップずることができまず。 

@哺足 ドラッグ&ド□ップした測色データファイルに問題がある場合は、手順3の確認のダイア□グボックスが 
-^ されまず。 
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3 Appendix 


2 . [登録]をクリックしまず。 



め N -[登録]をクリックせずに、エクスプ□ーラーなどから目的の測色データファイルのアイコンを>(イン 
W ウインドウ内にドラッグ&ド□ップずることで登録ずることもできまず。 

-タイトルバー左のアイコンをクリックするとポップアップメニューが表示されまず。このメニューの最 
下段に[パ'-ジョン情報]という項目があり、これを選択ずると、 [MES FileConve け er のパ'-ジョン 
情報]ダイア□グボックスが表示されまず。 

3 . MES ファイルに変換ずる測色データファイルを選択し、[開く]をクリックしまず。 



ソインウインドウの測色データファイルリストに、選択した測色データファイルが登録されまず。 

の巧？ N -複数のファイルを選択できまず。複数の測色データファイルを登録ずると、自動的にファイル名で昇順 
W 心 にソ-卜されて登録されまず。 

. L * a * がデータを含まないよラな測色データファイルを選択した場合は、確認のダイア□グボックスが表 
示されまずので、 [0 K ] をクリックしまず。（ファイルは登録されません） 
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3.2 測色ファイルコンバーター 


4. [使用した測色器]で、登録したデータファイルを作成ずるために使用した測色器を選択、また 
は入力しまず。 



の補足^ 誤った測色データファイルを登録した場合は、ファイルを選択して[削除]をクリックしまず。また、[す 
^- ) ベて削除]をクリックずると、登録したずべての測色データファイルを削除できまず。 

5 . 測色データファイルリストに登録されている測色データファイルの並び順が Color Profile 

Maker Pro のパターン画像セットの順番になっていない場合は、順番を変更ずるファイル名の部 
分をクリックし、[上に移動]、または[下に移動]をクリックして、所定の順番になるよラに変 
要しまず。 


め補足^ 複数の測色データファイルをまとめて登録すると、自動的にファイル名で昇順にソートされて測色データ 

ろ—- ) ファイルリストに登録されまず。したがって、測色データファイルの名前を付ける際に、パターン画像 

セットのシート番号順に、 dataOl . itS , data 02. it 8, data 03. it 8 などのようにすると、並べ替える必要が 
なくなり便利でず。 

6 . 測色データファイルが所定の順番に並んでいること、測色データファイルを作成した測色器の名 
前が正しく設定されていることを確認したら、[変換]をクリックしまず。 

ノ. 登録したデータファイルに含まれる L * a * b * データの総数が Color Profile Maker Pro のサポート 
するパッチ数と一致しない場合は、仪下のダイア□グボックスが表示されまず。続行ずる場合は 
[はい]を、 X インウインドウに戻る場合は[いいえ]をクリックしまず。 



8 . 保存ずるファイル名を入力し、[保存]をクリックしまず。 
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3 Appendix 


9 . ずでに同じ名前のファイルが存在ずる場合は、仪下のダイア□グボックスが表示されまずので、 
上書きずる場合は[はい]を、ファイル名を入力し直ず場合は[いいえ]をクリックしまず。 



10 . [0 K ] をクリックしまず。 



ソインウィンドウに戻り、登録した測色データファイルは測色データファイルリストから削除されま 
ず。さらに変換処理を行ラ場合は、手順2から処理を繰り返してください。 

7 7 . 読み取り専用のファイルに上書きしよラとしたり、ディスクの容量が不足した場合は、仪下のダ 
イア□グボックスが表示されて、変換が正常に行われなかったことを示しまず。 [0 K ] をクリツ 
クしまず。 



登録したデータフアイルはそのままの状態で、ソインウインドウに戻りまず。 
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3.2.2 オプション設定 


3.2 測色ファイルコンバーター 


ソインウインドウの[オプション]をクリックずると、が下のオプション設定のダイア□グボックスが表示さ 
れ、いろいろな設定を行ラことができまず。 



♦ 測色データファイルのフォルダ 

ここで選択したフォルダーが、^インウインドウの[登録]をクリックしたときに表示される測色データファ 
イルを選択ずるダイア□グボックスのデフォルトフォルダーになりまず。 

選択しなかった場合や、選択したフォルダが存在しなかった場合は、 「 MesFileConv . exe 」 が存在ずるフォル 
ダーが、デフオルトフォルダーになりまず。 


♦ MES ファイルを保存ずるフォルダ 

ここで選択したフォルダーが、ソインウインドウの[変換]をクリックしたときに表示される MES ファイル 
の保存先を選択ずるダイア□グボックスのデフォルトフォルダーになりまず。また、が下のオプションで保存 
先を指定させない設定にしている場合は、ここで選択されたフォルダーに変換した MES ファイルが保をされ 
まず。 

選択しなかった場合や、選択したフォルダーが存在しない場合は、登録した最初の測色データファイルがを在 
ずるフォルダーが、デフォルトフォルダーになりまず。 

♦ツールヒントを表示する 

チェックマークを付けると、^インウインドウ內のボタンなどにカーソルを一定時間が上置いたままにしてお 
くと、そのボタンなどの機能の説明がポップアップして表示されまず。 

♦ MES ファイルを作成した後に、確認 X ッセージを表示ずる 

チェックマークを付けると、変換処理終了後に完了確認のダイア□グボックスが表示されまず。 

♦自動的に MES ファイル名を決定できる場合は、自動的に保存ずる 
チェックマークを付けると、変換時に、登録した測色データファイルから共通ずる部分を抜き出してファイル 
名を生成し、自動的に保存されまず。 MES ファイルの保存先を選択ずるダイア□グボックスは表示されません。 
ただし、共通部分が抽出できない場合や、生成したファイル名がずでに存在している場合は、保存先を選択ず 
るダイア□グボックスが表示されまず。 

♦起動時に測色データファイルを登録した場合は、自動的に処理を開始ずる 
チェックマークを付けると、 「 MesFileConv . exe 」 のアイコンに登録ずる測色データファイルをドラッグ&ド 
□ップずると、ドラッグ&ド□ップしたデータファイルをファイル名で昇順に並び替えて、前回選択した測色 
器を使用測色器として、^インウインドウが表示されることなく変換処理が開始されまず。 

♦ MES ファイル変換後は自動的に終了ずる 

[起動時に測色データファイルを登録した場合は、自動的に処理を開始ずる]にチェックマークが付いている 
場合だけ、設定できまず。チェックマークを付けると、変換処理が終了したあとでユーティリティが終了しま 
ず。 
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3 Appendix 


3.3 エラー 乂 ツセージー覧 



操作上の誤りなどを知らせるメッセージが表示されたときは、が下の表に従ってが応してください。 


メッセージ 

原因 

対処 

メモリー不足のため、処理を中止しまし 
た。 

メモリーが不足しています。 

すべてのアプリケーシヨンを終了し、シ 
ステムを再起動後、もう一度処理を実行 
してください。 

が下のファイルの読み込みに失敗しまし 
子こ。 

ほかのアプリケーションによって、ファ 
イルがロックされている可能性がありま 
す。 

メモ帳やワードパッドなどでファイルが 
開くことを確認し、もう一度読み込んで 
ください。このとき、ファイルを編集し 
ないようにを意してください。 

が下のファイルへの書き込みに失敗しま 
した。 

ディスク容量不足 

不要なファイルを削除して、ディスク容 
量を確保してください。 

ファイルに書き込み禁止が設定されてい 
る 

書き込み禁止を解除するか、別のファイ 
ル名で書き込んでください。 

印刷の測色データカ V くッチ数と一致して 
いないため、処理を取りやめました。 

プリンターの測色データがパッチ数と一 
致していないため、処理を取りやめまし 
た。 

-測色データと測色パターンデータファ 
イルの数の不一致 

•測色データの数が Draft に56色）、 
Standard (1，188色 ）、 Full (1，584 
色）の、どれでもない 

選択した測色パターンデータファイルを 
測色したものが、設定した測色データと 
-致するように、各パターン画像セット 
を設定し直してください。 

印刷の測色データのシアン•マゼンタ•イ 
ェロー100%の色相か、白、または黒 
100%の明度が適正範囲を超えていま 
す。このまま処理を続けますか？ 

プリントの測色データのシアン*マゼン 
夕•イェロー 100%の色相か、白、また 
は黒100%の明度が適正範囲を超えてい 
ます。このまま処理を続けますか？ 

色相の異常には、が下の原因が考えられ 
ます。 

-測色値の誤り 

•通常の色相と大きく異なるインキの使 
用 

-着色紙の使用 

測色値が誤っている、または測色方法が 
不適当な場合は、測色データを新規に作 
成し直してください。 

補足^ Color Profile Maker Pro 

^ - ^ は、一般的な巧刷用紙とプ 

□セスインキによる巧刷条 
件を想定しています。着色 
紙や特色インキを使用する 
と、正確に再現できない場 
合があります。 

A 参腔'^ 測色を正確に行うための測 
W ノ…ゾ 色方法やポジショニングに 
ついては、ご使用の測色器 
の取扱説明書を参照してく 
ださし、。 

明度の異常には、 W 下の原因が考えられ 
ます。 

-測色値の誤り 

•黒色の台紙の上での、薄い用紙にプリ 
ントされたパターン画像の測色 
•着色紙など、通常の用紙に比べて明度 
の低い用紙の使用 
-著しいカブリの発生 
•黒100%の明度が著しく高い 

印刷の測色データに多少のバラツキがあ 
る可能性があります。このまま処理を続 
けますか？ 

プリントの測色データに多少のバラツキ 
がある可能性があります。このまま処理 
を続けますか？ 

プリントしたパターン画像セットの紙面 
全体、または紙面間の濃度ムラ 

パターン画像セットを再プリントして、 
測色データを作成し直してください。 

-色パッチの中央部を測色していない、 
または色パッチに測色器を適切に押し 
当てていないなど、測色の不具合 
-測色器のキヤリブレーションが不適 
切、または測色器の故障 
-測色順序の誤り 

適切な操作を確認し、測色データを修正、 
または作成し直してください。 

印刷の測色データにかなりのバラツキが 
ある可能性があります。このまま処理を 
系冗けますか？ 

プリントの測色データにかなりのバラツ 
キがある可能性があります。このまま処 
理を続けますか？ 

プリントしたパターン画像セットの紙面 
全体、または紙面間の濃度ムラ 

パターン画像セットを再プリントして、 
測色データを作成し直してください。 

-色パッチの中央部を測色していない、 
または色パッチに測色器を適切に押し 
当てていないなど、測色の不具合 
-測色器のキヤリブレーションが不適 
切、または測色器の故障 
-測色順序の誤り 

適切な操作を確認し、測色データを修正、 
または作成し直してください。 
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3.3 エラー > (ツセー ジー覧 


メッセージ 

原因 

対処 

続行不可能なエラーが発生したため、処 
理を中止しました。 

プリンタ側の予測ができませんでした。 

パターン画像をプリント時に設定や測色 
の誤りがあるなどの理由で、測色値の不 
整合が発生している可能性があります。 

プリント時の設定を確認して、再度、プ 
リントしたパターン画像を測色してくだ 
さい。 

が下のに C プロファイルに問題が検出さ 
れたため、処理を取りやめました。 

に C プロファイルが CMYK が外か、また 
は壊れている可能性があります。 

に C プロファイルが CMYK に対応してい 
ること、に C プロファイルが Photoshop 
などのアプリケーションで正常に使用で 
きることを確認してください。 
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保守-操作のお問い合わせは 


' A 

この商品の保守-操作のお問い合わせは、テレフォンセンター、または販売店にご連絡ください。 

• テレフォンセンターの電話番号は、プリンター本体に貼付の力ードやシールに書かれていまず。 

♦ご連絡の際は、カードやシールに書かれている「機種名」、および「機械番号」をお知らせください。 

. _ _ _ J 


富±ゼ□ックスに対ずるご意見、ご相談などは、お客様相談センターにご連絡ください。 

フリーダイヤル0120 -27-41 00 

フリーダイヤル受付時間：±、日、祝日、および弊社指定休業日を除く 9時〜12時、13時〜17時 
フリーダイヤルは、携帯電話 • PHS および海外からはご利用いただけません。また、一部の IP 電話からはつながら 
ない場合がありまず。 

お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただくことがあります。 


ホームぺージアドレス： http://www.fuiixerox.co.ip 

♦商品全般に関ずる情報、最新ソフトウェアなどを提供しています。 
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